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多
様
化
を
目
指
し

学
部
増
設
と

理
系
学
部
開
設
を
構
想

　

人
文
社
会
科
学
系
中
心
の
私
立
大

学
と
し
て
実
績
を
重
ね
、
そ
の
高
い

教
育
力
で
確
か
な
地
位
を
築
い
て
い

る
追
手
門
学
院
大
学
が
今
、
大
き
な

変
革
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
世
界
が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
変
化

す
る
中
に
あ
っ
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
創
出
す
る
た
め
の
新
し
い
ア
イ
デ

ア
や
構
想
を
生
み
出
せ
る
教
育
・
研

究
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
本
学
を
文
系

と
理
系
の
学
部
が
並
び
立
つ
総
合
大

学
へ
と
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
、
真
銅
正
宏
学
長
は
変
革

の
真
意
を
語
る
。

　

２
０
２
２
年
４
月
、
６
カ
年
の
中

期
計
画
「
第
Ⅳ
期
中
期
経
営
戦
略
」

を
策
定
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
た
。
新
経
営

戦
略
の
下
、
教
育
力
・
研
究
力
の
向

上
に
不
可
欠
な
経
営
基
盤
の
安
定
化

を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な
学
び
の

環
境
を
創
造
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
創
出
、
発
信
し
て
い
け
る
大
学
を

目
指
す
と
い
う
。

　

ま
ず
取
り
組
む
の
が
、
学
部
を
増

設
し
、
多
様
化
を
推
進
す
る
こ
と
だ
。

22
年
４
月
、
新
た
に
国
際
学
部
と
文

学
部
を
開
設
。
加
え
て
23
年
に
は
、

法
学
部
の
新
設
を
予
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
挑
戦
的
な
の
が
、
理
系
学
部

の
開
設
だ
。そ
の
先
駆
け
と
し
て
21
年
、

心
理
学
部
に
「
人
工
知
能
・
認
知
科

学
専
攻
」
を
開
設
し
た
。

全
学
部
を
集
約

文
理
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
す

　

学
部
増
設
に
よ
る
多
様
化
と
並
行

し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
規
模
拡
大
と

再
編
を
推
進
し
て
い
る
。
19
年
に
新

設
し
た
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
現
在
、
新
校
舎
を
整
備
中
。
25
年

に
完
成
予
定
の
新
た
な
学
び
舎
は
、

ま
さ
に
「
文
理
融
合
の
総
合
大
学
の

学
び
」
を
体
現
す
る
も
の
に
な
る
と

い
う
。「
コ
ン
セ
プ
ト
は
文
理
を
超
え

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
。
文

系
と
理
系
の
学
生
が
同
じ
場
所
で
学

び
、
学
生
生
活
を
通
し
て
交
流
で
き

る
よ
う
な
設
計
に
し
ま
し
た
」
と
真

銅
学
長
。
教
員
の
研
究
室
と
、
学
生

が
過
ご
す
教
室
や
ゼ
ミ
室
も
同
フ
ロ

ア
に
配
置
し
、
教
職
員
と
学
生
の
交

流
も
促
進
す
る
。「
互
い
に『
学
び
あ
い
、

教
え
あ
い
』、
学
生
が
主
体
的
に
学
ん

で
い
け
る
環
境
を
実
現
し
た
い
。
そ

う
し
た
中
で
こ
そ
、
新
し
い
ア
イ
デ

ア
が
生
ま
れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

創
出
し
て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
説
明
す
る
。

　

新
校
舎
開
設
の
暁
に
は
、
心
理
学

部
（
２
〜
４
年
次
）
を
除
く
す
べ
て

の
既
存
学
部
、
大
学
院
、
お
よ
び
本

部
機
能
を
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

に
集
約
す
る
こ
と
に
な
る
。
学
部
増

設
に
よ
っ
て
現
在
約
８
０
０
０
人
の

学
生
数
を
大
き
く
増
や
し
、
将
来
は

学
生
総
数
１
万
２
０
０
０
人
規
模
の

総
合
大
学
へ
。
そ
の
前
提
と
な
る
大

学
の
入
試
総
志
願
者
数
も
22
年
度
入

試
ま
で
10
年
連
続
で
増
加
し
て
い
る
。

教
育
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し

個
別
最
適
化
し
た

学
び
を
可
能
に

　

ソ
フ
ト
面
で
は
学
生
一
人
ひ
と
り

に
対
応
し
た
学
び
を
実
現
す
る
べ
く

「
教
育
Ｄ
Ｘ
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

最
も
重
視
す
る
の
が
、「
学
修
者
本
位

の
学
び
」
だ
。「
予
測
不
可
能
な
未
来

を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
生
涯
学
び

続
け
、
刻
々
と
変
化
す
る
時
代
の
知

識
を
吸
収
し
、
成
長
し
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
力
を
育
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
知
識
を
身
に
つ
け

る
だ
け
で
な
く
、
学
生
自
ら
学
ん
で

い
く
た
め
の
『
方
法
を
学
ぶ
』
こ
と

が
重
要
で
す
」
と
真
銅
学
長
。
デ
ジ

タ
ル
を
活
用
し
、
主
体
的
・
能
動
的

な
学
び
へ
と
学
生
の
行
動
変
容
に
つ

な
が
る
よ
う
な
教
育
を
目
指
し
、「
Ｏ

Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｉ 

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
を
策
定
。

本
計
画
は
、
21
年
３
月
に
文
部
科
学

省
「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・

高
専
教
育
高
度
化
プ
ラ
ン
」
に
選
定

さ
れ
た
。
そ
し
て
今
、
新
た
に
デ
ジ

タ
ル
・
ナ
レ
ッ
ジ
社
の
「Know

ledge 
Deliver

」
を
導
入
し
て
い
る
。

　

ベ
ー
ス
と
な
る
の
が
、
18
年
か
ら

運
用
し
て
き
た
学
生
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
「
追
大
ｅ-

Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
」
だ
。Ｇ
Ｐ
Ａ

や
外
部
試
験
の
ス
コ
ア
、
資
格
数
な

ど
数
値
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
学
生
に

公
開
し
て
き
た
。
自
ら
の
強
み
や
課

題
に
気
づ
き
、
学
び
方
の
再
考
を
促

す
の
が
狙
い
だ
。「『Know

ledge 
Deliver

』
の
導
入
に
よ
り
、
さ
ら
に

多
様
な
デ
ー
タ
を
自
動
的
に
収
集
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
習
時

間
や
テ
ス
ト
の
得
点
率
、
ど
の
デ
バ

イ
ス
を
使
っ
て
学
習
し
た
か
、
あ
る

い
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
中
の
発
言

時
間
な
ど
、
日
常
の
学
習
姿
勢
ま
で

も
数
値
デ
ー
タ
化
。
学
生
と
教
員
間

で
教
材
や
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
学
習

の
進
捗
を
管
理
す
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ（
学
習

管
理
シ
ス
テ
ム
）
を
高
度
化
し
ま
す
。

将
来
的
に
は
、こ
れ
ら
の
詳
細
な
デ
ー

タ
と
学
生
の
進
路
情
報
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
た
『
Ａ
Ｉ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
』
の
構
築

を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
。
実

現
す
れ
ば
、
学
生
の
個
別
希
望
進
路

に
沿
っ
て
履
修
す
べ
き
科
目
や
、
先

輩
の
取
り
組
み
な
ど
を
Ａ
Ｉ
が
提
示
。

学
生
が
自
分
に
適
し
た
学
び
方
を
見

つ
け
、
目
標
に
向
か
っ
て
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
な
が
ら
学
修
で
き
る

よ
う
後
押
し
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
文
系
・
理
系
の
枠
を
超
え
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
な
総
合
大
学
で
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
人
材
を
育

て
て
い
く
。
同
大
学
の
存
在
意
義
は

ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い

く
だ
ろ
う
。

実
学
を
重
ん
じ
る
大
学
が
新
設
、

「
建
築・デ
ザ
イ
ン
学
部
」

（
仮
称・設
置
届
出
中
）

　
「
世
の
役
に
立
つ
人
材
の
育
成
」

を
使
命
と
し
、
一
貫
し
て
「
実
学
」

を
重
ん
じ
て
き
た
大
阪
電
気
通
信
大

学
。
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
社
会

の
要
請
に
応
え
て
学
部
・
学
科
を
充

実
さ
せ
、
今
な
お
進
化
を
続
け
て
い

る
。
そ
の
大
学
が
２
０
２
４
年
４
月
、

新
た
に
「
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
部
」

の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。
現
在
あ

る
工
学
部
建
築
学
科
を
発
展
さ
せ
、

学
び
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
る
と
い
う
。

　

名
称
か
ら
も
一
目
瞭
然
だ
が
、
新

学
部
の
特
徴
は
「
デ
ザ
イ
ン
」
を
明

確
に
打
ち
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。
一

級
建
築
士
の
受
験
資
格
を
得
ら
れ
る

「
建
築
専
攻
」
に
加
え
、「
空
間
デ
ザ

イ
ン
専
攻
」
を
用
意
。
後
者
で
は
、

イ
ン
テ
リ
ア
か
ら
建
物
、
都
市
、
さ

ら
に
は
仮
想
空
間
を
含
め
た
あ
ら
ゆ

る
空
間
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
学
べ
る
。

　
「
実
社
会
で
は
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
や

住
空
間
、
公
共
の
ス
ペ
ー
ス
が
ど
れ

ほ
ど
機
能
的
で
も
、
魅
力
的
な
デ
ザ

イ
ン
で
な
け
れ
ば
人
に
使
っ
て
も
ら

え
ま
せ
ん
。
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
人
と

物
や
空
間
を
つ
な
げ
る
も
の
。
建
築

分
野
に
お
い
て
も
、
人
と
の
接
点
を

増
や
す
デ
ザ
イ
ン
が
ま
す
ま
す
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
建

築
に
関
す
る
技
術
や
知
識
の
み
な
ら

ず
、
個
人
と
社
会
の
両
方
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ら
れ
る

建
築
技
術
者
で
す
」。
建
築
・
デ
ザ

イ
ン
学
部
の
学
部
長
に
就
任
予
定
の

上
善
恒
雄
教
授
は
、「
デ
ザ
イ
ン
」

の
重
要
性
を
こ
う
説
明
す
る
。

　

新
学
部
で
は
空
間
デ
ザ
イ
ン
だ
け

で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
や

ア
ー
ト
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
ま
で
、

多
様
な
領
域
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

編
成
す
る
。
そ
の
多
彩
さ
は
、
教
員

の
陣
容
に
も
表
れ
て
い
る
。「
プ
ロ
ダ

ク
ト
や
イ
ン
テ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

や
、
空
間
デ
ザ
イ
ン
や
Ｃ
Ｇ
、
ア
ー

ト
作
品
を
手
が
け
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
専
門
家
な
ど
、

幅
広
い
業
界
の
教
員
を
招
聘
す
る
予

定
で
す
。
建
築
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
専
門
と

す
る
本
学
の
教
員
も
含
め
、
全
教
員

が
一
丸
と
な
っ
て
指
導
し
ま
す
」。

　

学
部
新
設
に
当
た
っ
て
、
定
員
も

現
・
工
学
部
建
築
学
科
の
80
名
か
ら

１
５
０
名
へ
と
大
幅
に
増
加
。
そ
の

う
ち
空
間
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
定
員
は

90
名
と
、
建
築
専
攻
の
１
・
５
倍
だ
。

ま
た
「
建
築
＝
理
系
」
と
い
っ
た
既

成
の
枠
組
み
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
。

「
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
文

系
の
素
養
が
生
き
る
こ
と
も
多
い
は

ず
。
文
系
だ
か
ら
と
い
っ
て
諦
め
る

必
要
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と

上
善
教
授
。
今
後
は
、
文
系
科
目
だ

け
で
受
験
で
き
る
入
試
を
実
施
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
融
合
さ
せ

建
築
と
空
間
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ

　

新
学
部
の
も
う
１
つ
の
特
徴
は
、

同
大
学
が
強
み
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
融

合
さ
せ
る
教
育
に
あ
る
。「
今
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
Ｄ
Ｘ
が
進
み
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
欠

か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

建
築
分
野
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
じ

で
す
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
著
し
い
進
展
の

一
方
で
、
そ
れ
を
活
用
で
き
る
人
材

は
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
」
と

上
善
教
授
は
課
題
を
口
に
し
た
。

　

新
学
部
で
は
、
建
築
・
空
間
デ
ザ

イ
ン
を
切
り
口
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い

こ
な
せ
る
高
度
な
ス
キ
ル
を
養
う
環

境
を
整
え
る
。
そ
の
１
つ
が
、「
Ｂ

Ｉ
Ｍ（B

uilding Inform
ation 

M
odeling

）」
だ
。Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
、
建
築

に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
一
元
管

理
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
、
建
築

の
新
た
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
国
際
的

な
標
準
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
同
大
学

は
、
学
生
が
自
由
に
ソ
フ
ト
を
使
え

る
「
大
阪
Ｂ
Ｉ
Ｍ
ハ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
設
置
。
す
で
に
工
学
部
建
築

学
科
で
は
、
実
際
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
使
っ

た
実
習
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
文
部
科
学
省
の
令
和
３
年

度
「
デ
ジ
タ
ル
と
専
門
分
野
の
掛
け

合
わ
せ
に
よ
る
産
業
Ｄ
Ｘ
を
け
ん
引

す
る
高
度
専
門
人
材
育
成
事
業
」
に

選
定
さ
れ
、
他
大
学
か
ら
も
注
目
を

集
め
て
い
る
。

　

ま
た
Ｃ
Ｇ
や
Ｖ
Ｒ・Ａ
Ｒ
、
３
Ｄ
モ

デ
リ
ン
グ
や
人
の
動
き
を
捉
え
る

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
な
ど
、

空
間
表
現
に
関
わ
る
情
報
技
術
を
習

得
す
る
科
目
、
そ
し
て
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
の
基
礎
を
学
ぶ
科
目
も
充
実

さ
せ
る
と
い
う
。「
社
会
で
も
デ
ー

タ
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
な
デ
ザ
イ
ン
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
済
や
人
口
、

人
の
動
態
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ

を
活
用
で
き
る
力
を
養
い
た
い
。Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
武
器
に
、
都
市
や
建
築
を
変

え
て
い
け
る
よ
う
な
建
築
技
術
者
を

育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

上
善
教
授
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ス
キ
ル
・
知
識
は
、
建

築
業
界
に
就
職
す
る
う
え
で
大
き
な

武
器
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
知
識
を
生
か
せ
る
分
野

は
建
築
業
界
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

本
学
部
の
学
生
に
は
、
多
彩
な
分
野

に
活
躍
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
」

と
上
善
教
授
は
力
を
込
め
る
。

充
実
の
環
境
が

学
び
を
後
押
し
す
る

　
「
実
社
会
に
役
立
つ
人
材
の
育
成
」

を
掲
げ
る
大
学
と
し
て
、
実
践
的
な

学
び
に
注
力
し
て
き
た
実
績
は
、
新

学
部
に
も
生
か
さ
れ
る
。「
工
学
部

建
築
学
科
で
も
、
大
阪
府
寝
屋
川
市
、

大
阪
府
住
宅
供
給
公
社
と
連
携
し
、

地
域
の
団
地
の
再
生
・
活
性
化
に
取

り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
学
生
が
参

画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
寝
屋
川
キ
ャ

ン
パ
ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
当
た
っ

て
は
、
学
生
が
広
場
の
設
計
に
参
加
。

ま
た
工
業
用
の
セ
メ
ン
ト
系
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
ベ
ン
チ
も
デ
ザ
イ
ン
・
製
作

し
ま
し
た
。
実
際
の
建
築
や
空
間
デ

ザ
イ
ン
に
携
わ
る
経
験
は
、
簡
単
に

得
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
貴
重
な
学
び
の
機
会
を
、

新
学
部
で
も
数
多
く
提
供
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
」。

　

ほ
か
に
も
学
生
の
自
由
な
も
の
づ

く
り
を
支
援
す
る
「
実
験
サ
ポ
ー
ト

課
」
や
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
は
じ
め
と
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
な
ど
、
学
び
を
後
押
し
す

る
環
境
も
同
大
学
な
ら
で
は
。
そ
の

象
徴
と
も
い
え
る
の
が
、
22
年
３
月

に
新
設
さ
れ
た
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｕ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア
」
だ
。
学
問

分
野
を
超
え
て
学
び
を
広
げ
て
い
け

る
オ
ー
プ
ン
な
教
育
・
研
究
環
境
を

具
現
化
。
学
科
や
研
究
室
を
隔
て
る

壁
を
取
り
払
い
、
随
所
に
学
生
・
教

員
が
活
発
に
交
流
で
き
る
仕
掛
け
を

施
し
て
い
る
。

　
「
本
学
に
は
、
工
学
系
や
医
療
系

の
学
科
、
さ
ら
に
は
ゲ
ー
ム
に
関
す

る
学
科
な
ど
、『
建
築
・
デ
ザ
イ
ン

学
部
』
と
関
係
の
深
い
学
部
・
学
科

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
領
域
を
超
え

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
や
学
び
を
得

ら
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

　

上
善
教
授
の
言
葉
ど
お
り
、
24
年

に
「
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
部
」
が
開

設
さ
れ
た
時
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

外
で
先
進
的
で
活
気
に
満
ち
た
学
び

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
将
来
、

産
業
界
が
待
ち
望
む
有
望
な
人
材
を

輩
出
す
る
で
あ
ろ
う
新
学
部
の
誕
生

に
、
期
待
が
膨
ら
む
。

［お問い合わせ先］

大阪電気通信大学
広報部広報課

072-824-3325
https://www.osakac.ac.jp

寝屋川キャンパス
〒572-8530

大阪府寝屋川市初町18-8

四條畷キャンパス
〒575-0063

大阪府四條畷市清滝1130-70

大阪電気通信大学  学部・学科

・電気電子工学科 ・電子機械工学科
・機械工学科 ・数理科学専攻
・環境化学専攻

※掲載の内容は、届出中のものであり、変更される可能性があります。

工学部

情報通信工学部

医療健康科学部

総合情報学部

・情報工学科 ・通信工学科

・医療科学科 ・理学療法学科
・健康スポーツ科学科

・デジタルゲーム学科
・情報学科

・ゲーム&メディア学科

・空間デザイン専攻（仮称）
建築・デザイン学部（仮称・設置届出中）

・建築専攻（仮称）

New!New!

New!New!

New!New!

2024年4月、「実学」教育に定評のある大阪電気通信大学に「建築・デザイン学部（仮称・設置届出中）」
が開設される。同大学が強みとするＩＣＴ教育を融合させ、先進のテクノロジーを建築・空間デザイン
に生かす力を育成するという新学部の構想を、学部長に就任予定の上善恒雄教授に伺った。
制作　東洋経済企画広告制作チーム

ICTで建築を
変えていく人材を育てる

24年「建築・デザイン学部」開設
（仮称・設置届出中）

大阪電気通信大学

建築で使用される製図や３Dモ
デルをVR化する研究を行ってい
る（右）。キャンパスには、学生が
セメント系3Dプリンターで製作
したベンチが置かれている（左）

寝屋川キャンパスの中央に新設された「OECUイノベーション
スクエア」では、学部・学科の垣根を越えた学び、交流が可能だ

大阪電気通信大学
建築・デザイン学部長（就任予定）
総合情報学部 デジタルゲーム学科 教授
上善 恒雄

大阪電気通信大学
建築・デザイン学部長（就任予定）
総合情報学部 デジタルゲーム学科 教授
上善 恒雄

大学臨時増刊号　大阪電気通信大学


